




































































事業名 種類 施設名 定員 職員総数 事業開始
法人本部 本館   6 大正14年１月15日
養護老人ホーム 浴風園   205 41 昭和２年２月１日
軽費老人ホームＡ型 松風園   200 27 昭和37年７月30日老人福祉事業
軽費老人ホームケアハウス 浴風会ケアハウス   100  7 平成８年５月１日
特別養護老人ホーム 南陽園   242113 昭和46年６月１日
特別養護老人ホーム 第二南陽園   150 64 昭和62年２月20日
ショートステイ 南陽園    12
ショートステイ 第二南陽園     6
南陽園在宅サービスセンター    70 14 平成３年５月１日
１階デイ(月～土)    50
１階痴呆デイ(月～木)    10
老人デイサービス
内訳
５階痴呆デイ(月～土)    10
介護保険事業
老人デイサービス 第二南陽園サービスセンター    50 17 昭和62年２月23日
老人介護・介護保険事業 在宅介護支援センター(ケア24高井戸)    －   4 平成８年５月１日
病院 浴風会病院   300283 昭和３年６月１日
研究･研修事業高齢者痴呆介護研究・研修東京センター    －   8 平成13年４月１日
合　　　計 1,405584





















































































































適切 低い 高い バラツキ その他





適切 低い 高い バラツキ その他
２人（5.3％） ４人（10.5％） ０ 26人（68.4％） ６人（15.8％）
　南陽園と第二南陽園の合計を示したのが表Ⅱ－３である。
表Ⅱ－３　要介護認定〈合　計〉
適切 低い 高い バラツキ その他



















適切 低い 高い バラツキ その他














































































看護婦 0 83.3 16.7
事務職・相談員 0 75.0 25.0
ケアワーカー 13.8 55.2 31.0


















































１ ２ ３ ４ ５
要介護認定結果 Ｎ






































１ ２ ３ ４
要介護認定結果 Ｎ
????????? ?????????????
０ TOTAL 3,3253.54.51.434.6
１ 要支援 5301.30.00.621.1
２ 要介護１ 9901.92.00.431.3
３ 要介護２ 5893.96.11.038.5
４ 要介護３ 4265.67.02.638.7
５ 要介護４ 4355.510.32.847.8
６ 要介護５ 2986.75.43.040.3
資料出所：図Ⅰ－１に同じ、48頁。
図Ⅲ－３　特別養護老人ホームでのショートステイの利用回数
充足状況（％）
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図Ⅲ－２　特別養護老人ホームでのショー
トステイの利用意向（％）
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が33％となっている28)。気になることの内容は、提供者側の視点からの箇所で前述したことと重な
る点が多い29)。
おわりに
　介護保険制度開始後の検討として、本稿では介護サービス提供者と利用者の２つの視点から、そ
れぞれの意識の実態把握に努めた。提供者の視点としては社会福祉法人浴風会で行った調査、利用
者の視点としては杉並区の利用者に対する調査をそれぞれ比較しながら検討を進めてきた。
　ここで取り挙げた検討項目は、要介護認定と施設サービスである。要介護認定については提供者
側の方がより厳しい捉え方をしていることも明らかになった。施設サービスについては、介護保険
制度によるマイナスの影響も指摘し、諸課題を浮き彫りにすることができた。これらの課題解決に
は、まず、施設・利用者・ケアマネジャーの３者間で連絡を十分に取り合っていくことが必要と
なってくる。地域における施設サービスの基盤整備も進め、サービス供給量も確保しなければなら
ない。また、利用者が納得するようなサービスの質向上のためには、職員数も含めた施設内の整備
も必要となってくる。
　ここでは提供者と利用者の視点からまとめてきたが、自治体の視点からの考察も欠かすことがで
きない。この点について論じるのは別の機会にしたい。なお、浴風会の調査は、各関係者の厚い協
力のお陰で実施することができた。特に浴風会病院副院長　鈴木考臣、南陽園園長　松尾和昌、第
二南陽園医務室副室長　嶋澤美鈴の各氏にはたいへんお世話になった。この場を借りて厚く御礼申
し上げたい。
　本稿は平成13年度文部科学省科学研究助成の成果の一部である。
〈注〉
１）『日経ヘルスケア』（日経ＢＰ社）では2000年７月に、全国の介護老人保健施設から1,500施設を無作為抽
出し、345施設から回答を得、305施設の回答を集計している。
　　回答者の経営主体は、医療法人が248施設、社会福祉法人が50施設、その他が44施設、無回答が３施設と
なっている。
　　この調査によると、入所サービスと短期入所療養介護を合わせた入所部門の収入（療養費もしくは保険収
入と、利用者負担分の合計）については、2000年６月実績を1999年６月実績と比べると、64.3％の施設で
増収、17.0％が減収、18.7％が変わらないとなっている。
　　通所リハビリテーションの保険収入と利用負担を含めた総収入でも、同様の比較において60.5％が増収と
なっている。
２）『日経ヘルスケア』では注１の調査と同時に、介護老人福祉施設調査も実施している。回答数324施設（社
会福祉法人が296施設、地方公共団体が22施設、無回答が６施設）のうち、298施設について集計している。
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それによれば総収入（入所、短期入所生活介護、通所介護の保険収入と利用者負担の合計）が増加してい
る施設は51.1％、減少は32.7％、変わらないは16.2％となっている（2000年６月と1999年６月の実績を比
較して）。
３）杉並区では2000年11月16日から2001年１月19日にかけて、要支援・要介護の第１号被保険者7,330名（有
効回収数5,993名、有効回収率81.75％）、要支援・要介護の第２号被保険者228名（有効回収数144名、有
効回収率63.16％）、自立の判定を受けた第１号被保険者430名（有効回収数339名、有効回収率78.84％）
を対象に調査を実施している。また、2001年１月22日にはケアマネジャー７名に対してグループインタ
ビューも行っている。調査結果は『杉並区介護保険サービス利用状況調査　調査結果報告書』杉並区高齢
者福祉部計画推進課、2001年３月としてまとめられている。
４）養護老人ホーム浴風園の現在の施設は、1994年度から２カ年計画で全面改築され、地下１階地上７階建、
延床面積8,221平方メートルである。定員は205名、施設利用者の居室は、２人部屋が５室、他はすべて個
室。浴室を７階に設け、屋上庭園も整備されている。
５）軽費老人ホーム（Ａ型）の松風園は、1984年に全面的増改築がなされた。定員は200名、地上３階、延床
面積6,466平方メートルで、居室は１人部屋152室、２人部屋24室となっている。
６）軽費老人ホーム浴風会ケアハウスは、創立70周年記念事業のひとつとして設立された。施設処遇としては、
食事、入浴、相談等に限定される。軽費老人ホーム（Ａ型）との相違点は、入居者の虚弱化の進行に対し
て、施設自体の処遇によらず、外部からのホームヘルプサービス等、在宅福祉サービスを受けることであ
る。延床面積5,194平方メートルの６階建、１人部屋90室、２人部屋５室、定員100名となっている。
７）2001年２月現在、定員205名の浴風園の利用者数は197名（他に入院者７名）で利用率は96％、定員200名
の松風園の利用者数は195名（他に入院者２名）で98％、定員100名ケアハウスの利用者は96名（他に入院
者４名）で96％となっている。
８）特別養護老人ホーム南陽園は、1989年度から２カ年計画で新築された。５階建、延床面積9,050平方メー
トル、定員242名で、居室は４人部屋が55室で最も多く、１人部屋16室、２人部屋８室、家族利用部屋２
室を設けている。
９）特別養護老人ホーム第二南陽園は創立60周年記念事業として、1985年から２カ年計画で建築された。地下
１階地上３階建、延床面積5,420平方メートル、定員150名で、居室は４人部屋が33室、１人部屋が18室、
２人部屋が３室となっている。
10）南陽園に併設された在宅サービスセンターの事業内容は、デイケアサービス（15名／１日）、家族介護者
教室（月２回）、痴呆性デイホーム（10名／１日）、ショートステイ（８名／１日）、ショートステイベッ
ドを使用してのデイケア（１名／１日）、入浴サ－ビス（10名／１日）、通所給食サービス（30名／１日）、
訪問給食サービス（20名／１日）、痴呆性高齢者短期入所運営事業（４名／１日）となっている。
　　第二南陽園に併設された在宅サービスセンターの事業内容はデイケアサービス（15名／１日）、家族介護
者教室（月２回）、ショートステイ（6名／１日）、入浴サービス（10名／１日）、機能回復訓練（13名／１
日）、通所給食サービス（50名／１日）となっている。
11）南陽園の職員28名に対してアンケートによる聞き取り調査を実施した。回答者の職種は、園長・副園長３
名（男性２名、女性１名）、相談員２名（男性２名）、看護婦３名、ケアワーカー20名（男性４名、女性16
名）である。
12）第二南陽園の回答者の職種は次のようになっている。
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　　事務職２名（男性１名、女性１名）、相談員２名（男性１名、女性１名）、看護婦５名、看護士１名、ケア
ワーカー27名（男性４名、女性23名）、栄養士１名（女性）。
13）病院の医師15名、ケアワーカー２名に対してアンケートによる聞き取り調査を行った。
14）杉並区以外の東京地区、例えば三鷹市や武蔵野市の要介護分布をみても、要介護１の利用者が最も多く
なっている。
　　三鷹市の調査は2000年11月16日から12月11日にかけて、483人を対象に行われた（回収数387、回収率
80.1％）。それによると、要介護度１が最も多く29.7％、次いで要介護２が18.1％、要介護３が15.0％、
要介護４が12.4％、要介護５が12.1％、要支援が11.4％となっており、杉並区に比べて重度の利用者割合
は高くなっている。三鷹市の調査詳細については『介護保険サービス利用者満足度報告書』三鷹市健康福
祉部介護保険課、2001年３月を参照されたい。
　　武蔵野市の場合は杉並区とよく似た分布になっている。割合の高い順に、要介護１が29.5.％、要介護２
が21.1％、要支援が15.3％、要介護３が12.5％、要介護４が8.8％、要介護５が6.3％となっている。
　　武蔵野市の調査は2000年８月から2001年１月に更新認定調査を実施した1,912人全員を対象に、同時期に
調査している。詳細については以下を参照されたい。
　　『武蔵野市介護保険サービスに関する満足度調査・利用者及びサービスの質向上に向けた今後の方向性
調査検討報告書』武蔵野市福祉保健部介護保険課、2001年３月。
15）男女比率は武蔵野市においても、男性が26.9％、女性が72.5％（無回答0.6％）と同程度になっている。
東京に限らず、全国的にみても、例えば大阪市でも男性は28.5％、女性は71.5％となっており、男性３割
女性７割の割合になっていることがわかる。大阪市の調査については以下を参照されたい。
　　『介護保険施行後に係わる居宅サービスの実態調査報告書』大阪市、2000年11月。
16）年齢別の要介護の分布は次のようになっている。
資料出所：図Ⅰ－１に同じ、９頁。
17）ひとり暮らしの割合は、どの市町村においても気になるところであるが、武蔵野市で25.8％、大阪市で
32.2％と２割から３割くらいの割合であるといえる。都市部では核家族化の影響もあり、ひとり暮らしに
（％）
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限らず、高齢者のみの世帯も多くなっており、武蔵野市や大阪市では６割を超えている。
　　要介護度別の世帯状況では、要支援でひとり暮らしの割合が最も高く、要介護度が重くなるにつれ、その
割合が低くなる傾向は、杉並区同様、武蔵野市でもみられる。
　　武蔵野市については、注14）の報告書を大阪市については注15）を参照。
18）杉並区の持ち家率は都市部としては高い方であるといえよう。例えば大阪市の場合、55.1％が持ち家一戸
建ての住居形態である。
　　杉並区の世帯形態別の住居形態は次のようになっている。
資料出所：図Ⅰ－１に同じ、８頁。
19）要介護認定項目については、
　　①項目数は十分である。
　　②項目数が不十分である。
　　以上の２つのどちらかを選択してもらった。②を選んだ医師には、どのような点が不十分なのかも尋ねた。
20）杉並区の調査では「現在の認定結果についてはどう思われますか。」という質問を設け、①思っていたよ
りも高め（重め）である。②思っていたよりも低め（軽め）である。③妥当である。④なんともいえない。
の４つの選択肢から１つを選ばせている。各回答数は全体で、①が174人、②が1,066人、③が3,510人、
④が986人、無回答が257人となっている。
21）三鷹市の調査で、「おおよそ思ったとおりの認定である」を選んだ割合は、要支援で75.0％、要介護１で
78.3％、要介護２で64.3％、要介護３で74.1％、要介護４で89.6％、要介護５で93.6％となっている（注
14を参照。）。
　　武蔵野市の調査で、「認定結果に満足している。」を選んだ割合は要支援で71.4％、要介護１で69.7％、要
介護２で59.0％、要介護３で54.9％、要介護４で80.0％、要介護５で75.0％となっている（注14を参
照。）。
　　これらの結果を比較すると、杉並区では満足度が低いといえる。
22）認定結果が思ったよりも低いとする回答は、三鷹市の調査でも要支援で22.8％、要介護１で20.8％、要介
護２で31.4％、と軽度の利用者で多くなっている。しかし、三鷹市や武蔵野市では要介護２と３の人の方
が、要支援と要介護１の人よりも不満を持っている割合が高くなっている（注14を参照。）。
23）杉並区の調査では「現在のケアプランにご本人やご家族の意向が反映されていますか。」という質問をし
（％）
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ている。これに対して全体では89.3％の人が反映されていると答えている。以下の図を参照されたい。
資料出所：図Ⅰ－１に同じ、71頁。
24）医師に対しても同じ質問をしたところ、①の回答者は９人、②は３人、無回答は３人であった。無回答３
人においては、１人は②と③の中間ぐらいではないかということ、他の２人は何とも言えないとの理由で
あった。
25）2001年２月の時点で、浴風会の待機者は次のようになっている。
　　浴風園で247名、松風園で121人、ケアハウスで264名と老人福祉事業では、合計632人の待機者がいる。
　　南陽園と第二南陽園では、旧措置待機者が145名、介護保険待機者が546名で、合計で691名の待機者がい
る。
26）老人保健施設・療養型病床群の医療系ショートステイの利用意向は次のようになっている。
医療系ショートステイの利用意向
資料出所：図Ⅰ－１に同じ、63頁。
（％）
（％）
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27）社会福祉法人東京都社会福祉協議会では、都内の指定居宅介護支援事業者48の協力を得て、2001年２月14
日から３月２日にかけて、286名を対象に調査を実施している。
　　回答数は181名、回収率は63.6％となっている。
　　この調査の詳細は、以下を参照されたい。
　　『検証・介護保険の利用と選択　介護保険制度をよりよくするための利用者アンケート集計結果』社会福
祉法人東京都社会福祉協議会、2001年６月。
28）訪問介護に対しては52％、通所介護に対しては57％がそれぞれ満足しているとしている（同上。）。
29）主な意見としては、ショートステイ先の職員体制（人数）に関するものが多く、必要な日数が利用できな
い等の利用充足に関するものも目立つ。
（2001年 0月25日受理）
